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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、住民と意思決定者に活動の必要性と成果を見せる公衆衛生看護技術を構築
し、それを習得する学習プログラムを開発することである。
2011年度は、「見せる公衆衛生看護技術」を定義し、①活動の必要性を見せる技術、②活動の成果を見せる技術、③保
健師の存在価値を見せる技術について内容を体系化、2012年度はそれをもとにテキスト「見せる公衆衛生看護技術」を
作成、2013年5月に出版（岡山大学出版会）。2013年度はテキストを用いた教育プログラムを検討・試行した。2014年
度には成果普及に向けたWEB教材を作成・公開した（http://wwwmiseru.fhs.okayama-u.ac.jp）。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to build the public health nursing skills to show 
the necessity and the results of healthcare-activities toward population and decision makers, and to 
develop the learning programs to acquire that.
"Public health nursing skills for showing" was defined in fiscal year 2011 and the contents were 
systematized about the skills which were to show “necessity of healthcare-activities”, “results of 
healthcare-activities” and “existence value of public health nurses”. We wrote the text in fiscal year 
2012, and it was published in May 2013 (Okayama University publishing Association). Learning programs 
using the text were considered and made some trials in fiscal year 2013, and WEB teaching materials for 
the results dissemination were created and opened to the public in fiscal year 2014 
(http://wwwmiseru.fhs.okayama-u.ac.jp).

研究分野：公衆衛生看護
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１．研究開始当初の背景 
近年、健康危機への対応や、虐待や自殺の
防止、生活習慣病予防、健康格差の是正など、
社会が公衆衛生行政に求めるニーズが拡
大・深刻化している。しかし、国や地方自治
体の財政難により新規事業の予算化や既事
業の拡大は困難であり、ニーズに応える活動
の必要性やその成果を可視化して説明する
保健師の力量が問われている。 
公衆衛生従事者に求められる能力は、専門
職員として、行政職員として、基本的な能力
に大別されており（佐伯ら，2004）、そのう
ち行政職員としての能力には、企画・計画、
情報収集・活用、意思決定、説明・調整、交
渉・折衝、組織運営、育成・指導が含まれて
いる。応募者らが明らかにした「今特に強化
が必要な保健師の専門能力（11項目，2007）」
にも「活動の必要性を根拠に基づいて見せ、
説明する」「活動の成果を評価に基づいて見
せ、説明する」の 2項目が抽出され、実際に
活動計画・実施を決定、および実施した後、
改善・継続（あるいは中止）を決定すること
に関わる能力強化の必要性が示されている。 

1990 年 代 か ら 広 が り は じ め た
Evidence-Based Medicine (Guyattら，1992)
を機に、保健・医療・看護の分野では、
Evidence-Based で系統的な活動展開が求め
られており、必要性や成果を見せる技術は、
Evidence-Based Practice を具現化する過程
においても必要な技術である。また、英国の
Specialist Community Public Health Nurse
の専門能力の領域には「健康に影響する政策
に関与する能力」が（NMC, 2004）、米国の
Public Health Nursingのコア能力において
は「政策立案・計画策定能力」が設置されて
いる（Quad Council, 2003）。さらに、厚生
労働省による保健師教育の指針「保健師の卒
業時の到達目標と到達度（2010.10）」におい
ても「社会資源開発・システム化・施策化」
が設けられていることからも、今後ますます
公衆衛生看護における「活動の必要性を見せ
る技術」「活動の成果を見せる技術」が求め
られる状況にある。しかし公衆衛生看護領域
において、この課題に関する研究はほとんど
なされていない現状があった。 

 
２．研究の目的 
本研究の目的は、平成 16～19 年度および
平成 20～22年度の基盤研究(B)で応募者らが
開発した学習成果創出プログラムをさらに
発展し、なかでも「活動の必要性を見せる技
術」「活動の成果を見せる技術に焦点をあて、
それらを「見せる公衆衛生看護技術」として
構築する事である。 
「活動の必要性を見せる技術」は、住民主
体の地域づくり活動と事業化・施策化への計
画立案を推進し、「活動の成果を見せる技術」
は、住民への説明責任と事業・施策の評価・
改善を推進することに意義がある。 
３．研究の方法 

2011年度：「求められる技術内容の明確化」
のために文献検討と H22 予備調査結果の分
析および専門家パネルの意見収集を行った。 
2012 年度：前年度の結果をもとに、共同研
究者で「技術内容の体系化と学習プログラム
（評価尺度を含む）」を継続検討し、テキス
トを作成した。 
2013年度：「テキストを用いた学習プログラ
ムの作成」のためにプログラムを模擬実施す
るワークショップ・研修を 4 か所で開催し、
意見収集結果をもとにプログラムを更新し
た。 
2014：構築した見せる公衆衛生看護技術を習
得する学習プログラム（WEB教材）を検討・
作成し公開した。 
 
４．研究成果 
(1)見せる公衆衛生看護技術を定義し、その構
成を明確化し、内容を解説するテキストを出
版した。 
①定義：保健師が公衆衛生看護の専門家と
して、公衆衛生看護の目的を果たすために、
住民や意思決定者、関係者に対して、解決・
改善すべき事象について、責任を持って可視
化し、根拠に基づいて説明する技術 
②テキストの構成：序章 保健師はなぜ
「見せる」必要があるのか～公衆衛生の向上
にむけた意思決定と継続的質保証を推進す
るために～ 
第 1部「見せる公衆衛生看護技術」とは何か
を理解するために 第 1章 活動の必要性を
見せる 第 2章 活動した成果を見せる 第
3 章 保健師が役に立つ、意義のある存在で
あることを世間に見せる 
第 2部「見せる手段」を習得するために 第
4章 企画を見せる 第 5章 根拠を見せる 
第 6章 見せる根拠の作り方 第 7章 見せ
るチャネルとその活用戦略 第 8章 保健師
の力量を見せる 
第 3部「見せる公衆衛生看護技術」を習得す
るために 第 9章 学習成果創出型プログラ
ム 第 10章 コンピテンシー評価指標 
 
(2)見せる公衆衛生看護技術を獲得する学習
プログラムを検討し、WEB教材を開発した。
（http://wwwmiseru.fhs.okayama-u.ac.jp） 
 ①技術の枠組み：「見せる公衆衛生看護技
術」の枠組みは、1．活動の必要性を見せる
（(1)予算を投じる事業の必要性を意志決定
者に見せる技術、(2)住民主体の活動の必要性
を住民に見せる技術）、2．活動の成果を見せ
る（(1)予算を投じた事業の成果を意志決定
者・関係者に見せる技術、(2)住民主体の活動
の成果を住民に見せる技術）、3．保健師の存
在価値を見せる技術（(1)保健師の必要性と価
値を意志決定者・関係者・住民に見せる技術、
(2)保健師の専門性や能力の到達度を保健師
同士あるいは自分自身に見せる技術）である。  
②WEB 教材には、見せる公衆衛生看護技
術の概要に関する講義と、上記 1-(1)、2-(2)



をクローズアップした演習を設定し、学習者
がそれらを通して技術を習得できるように
構築した。 
 
(3)「活動の必要性を見せる技術」と「活動の
成果を見せる技術」の行動評価に用いる尺度
を開発した。 
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